
　皆さんこんにちは、今月は、平和構築と紛争予

防月間です。

　国際ロータリーでは、平和とは、単に戦争がな

いということではありません。紛争はないが、飢

餓や不安定さ、家族の世話ができないといった生活は、真の平

和とは言えません。平和には自由と機会、そして人間の尊厳を

重んじる姿勢が必要とされます。変化への恐れ、文化的損失へ

の恐れ、理解できない人びとへの恐れなどが、平和への道を妨

げることがあります。

　恐れは回避や攻撃によって打破できるものではありません。

平和への第一歩は知識です。ロータリーはこの考え方を大切に

しています。ロータリー平和センターと平和フェロー、そのほ

かの平和教育の取り組みは、知識が信頼を築き、地域社会が紛

争の解決策を見出す手助けとなることを示しています。しかし

ながら現在世界では戦争や紛争等が実際に起こっています。

　私たちの寄付がロータリー財団を通して何かの役に立っても

らえることと願っております。

　さて、本日の例会は、国際奉仕委員会の担当例会です。ゲス

トとして元米山奨学生でもあります、ムングンホーヤグ・マジ

グスレン氏に卓話をして頂けるようです。とても楽しみです服

部委員長よろしくお願いいたします。

　それでは、本日も美味しい食事と例会を楽しみましょう。

天気 （例会時） 最高気温 -2℃
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■ゲスト 中本親睦活動委員

北海道大学 医学博士

マジグスレン・ムンゲンホヤグ 氏

オユンバト 氏

■ニコニコボックス 市川親睦活動委員

山口会員
誕生祝いありがとうございます。

吉澤会員
誕生祝いありがとうございます。

内藤会員
少し良いことがありました。

羽田野会員
世界が平和になります様に！

窪之内会員
結婚祝いありがとうございました。

溝口会員
結婚祝いありがとうございます。

会長挨拶 松井会長
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会長報告 松井会長

　本日、奨学生のリマルサ・ハニンナコンサ・マルゴノさんに

お越しいただいておりますので奨学金をお渡しいたします。

幹事報告 近江幹事

１）２月のロータリーレートは154円です。

２）本日の例会終了後、理事会を行います。理事の皆様、ご出

席お願いいたします。

３）２月と３月の例会日程・変更等のお知らせをレターボック

スに入れてあります。ご確認ください。

４）ロータリー財団及び米山記念奨学会へ寄付された会員の方

のレターボックスに寄付金の領収証が入っています。ご確

認ください。

５）来週、２月12日（木）は法定休会となっており、例会がありませんので、お間違えの無いようお

願いいたします。
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服部国際奉仕委員長よ
りご挨拶の後、北海道
大学医学博士 マジグ
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千葉会員、山口会員、近江会員、
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角田会員、溝口会員、窪之内会員、
近江会員
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架け橋 ご清聴ありがとうございました
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松浦会員・謝辞

　服部先生のご担当と伺い、松井会長へ相談した上で、本日の卓話が実現いたしました。

このご縁は、当クラブがソブトマさんを米山奨学生として迎えたことに端を発しており

ます。

　かつて私が面接官を務めた際、ソブトマさんは札幌での心臓手術を経て回復した経験

から、恩返しの志を持って面接に臨まれていました。その姿勢に感銘を受け採用に至り

ましたが、その後、カウンセラーとなった岡花さんが「日本の父」として深い愛情で支えてください

ました。そのおかげで、彼女は帰国後も日本とモンゴルの架け橋として尽力されています。現在も続

く岡花さんの奨学生への温かい支援や、会員一人ひとりが奨学生との縁を大切にする姿勢が、当クラ

ブの今を築いていると感じております。

　本日のホウ先生のお話は、日本人が忘れかけている精神性を再認識させる、非常に感銘深いもので

した。また、オユンバさんとの対話の中で、大阪梅田ＲＣがモンゴルで行っているようなプロジェク

トを、この第2500地区でも実現できる可能性を感じました。今後さらに研鑽を積み、恩返しとなる活

動を模索していきたいと考えております。

　卒業後も奨学生との縁を繋ぐカウンセラーの存在は、当クラブの誇りです。今後もこの伝統を守り

つつ、できることを一つひとつ積み重ねていきたいと思っております。ホウ先生、オユンバさん、本

日は素晴らしい時間をありがとうございました。

■ 例会予告 2 月 26 日 卓話⑦	 プログラム委員会

3 月 5 日 ゲスト卓話「環境月間に因んで」	 堀江　篤 氏　環境保全委員会

■会報委員長　野呂　伸一　／　■編集文責　目黒　公宣

月 日5 66
（休会者  3名） 13 58 13 0 87.8％2本 日 例 会

※但し、休会者３名を含む総数は69名です。

出席報告 神野出席副委員長


